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　 The 　methods 　o王 cu 毘tivation　of　Senburi−plant　are　not　made 　clear 　yet．　　 As　one 　of 　the

d丘伍 culties 　 of 　 eultivation 　 is　 cencerned 　 with 　 seed 　germination ，　 authors 　 studied 　 the 　 effects 　 of

soil 　 moisturc 　 and 　 amount 　 of 　Iight　 on 　 the　gerrninal）ility　 of 　 seeds ，　 using 　 various 　 nets 　 whlch

have　d三fferent　degrees　of 　light＿intcr＿ception ．　 Germination 　test　carried 　 out 　in　1973　and 　1974．
Seeds　 were 　sown 　 on 　the 　l）巳ds　covered 　wit ｝1　above −mentioned 　 nets ［n　the 　shape 　 of 　tunncls ．

　The 　 germinating　 abiTi 亡y　 of 　 old 　 seeds 　 were 　 tested ，　 tDo ．

　 Tunnel 　 covering 　 of 　 nets 　 could 　prevent 　the　 penetration 　of 　 light　 and 　 wind 　into　the 　seed

bed，　 and 　then ，　 soil 　 moisture 　 were 　 held　in　 stable 　 condit 孟ons ．　 Covering 　 with 　Kurare　 victoria

工awn 　Black　No．600　 and 　Daionet　 Black　No ，6000f 　 whidl 　the　 rates 　 of 　light−interception　 were

50％ and 　50％ respectively ，　were 　 rnost 　suitable 　for　the　seed 　germination．

　When 　the　rates 　of 　light−interception　were 　hlgher　than 　above
，
　 the　germination　Percentages

were 　worse 　and 　seeds 　germinated　 slowly ，　 according 　to　 the　 low　 temperature 　 of 　 soil 　 which

occurred 　by　the 　lack　of 　the　light，　 in　spite 　of　 abundance 　of 　 soil 　 moisture ，

　The 　plots 　 of 　 no 　 cover 　 and 　 covering 　 with 　 Kurare−victoria 　 lown　 White　 No．3000f 　 which

the 　 rate 　 of 　light−interception　 was 　23％ showed 　the　 wo 穐t　 germination，　 sell　 moisture 　 being
unstable ．

　 Seeds　 stored 　in　the　 natural 　 seasoning 　did　 not 　germ 三nate 　 at　 all　 next 　 year ．　 But，　 some 　 of

seeds 　 sown 　 in　 the　 soil 　 wh 量ch 　 did　 not 　germinate 　ill　the　 l　st　year 　germinated 　 next 　 year．

　セ ン ブ リは も っ ぱ ら 山 野 に 自生 し て い る もの を採集 し て ，自然生 産 に た よ っ て い る．

　従来 セ ン ブ リの 栽培研究に は根菌 と発芽お よび生育 の 関係 をは じ め ， ポ ッ ト等を用 い た幾多の 基礎的 な 実験 な ら び

に 隼活地点 に お け る生 態学的調査 な ど の 報告があ るが
Sn’11），実際 に 畑 に お け る集約的 な栽培法 は研究され てい な い ・

　セ ン ブ リ の 栽培 は 難 し い と い わ れ ，栽培上 の 難点 の
一・・

つ は 発芽 に あ る．

　セ ン ブ リの 自生地 の 環境は，中山
3）の 群落学的観察 に よれ ば，一

地勢内 に お け る繁盛を左 右する 要因 は，そ の 発芽
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と幼苗 の 生育 に好適 な環境 で あ っ て ，特 に受光量 と土 壌の 含水量 が 主要 な もの で あ る と報告して い る．

　こ れ らの 報告 に も とづ き実際 に畑 に栽培 し た場合の 発芽条件を自生 地 の 環境に近 づ け る た め，発芽床 を遮光率の 異

な る 各種 カ ン レ イ シ ャ お よ び ネ ッ トの トン ネ ル 被覆を行 っ て ，土壌水分 の 安定化 と受光量を調節し，1973〜1974年 に

そ の 発芽率 な らびに 生育状態を調 べ た．そ の 結果きわ め て良好な成績が得 られ た．

　ま た種子齢とそ の 発芽 に つ い て も若干検討 し たの で 併せ て報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試　験　方　法

試験実施場所 の 概要 は次の とお りで あ る．

　　位置　長野県北佐久郡北御牧村御牧 ケ原

　　　　　東経 138
°
22
’
， 北緯 36

°
19’

， 標高 660m

　　地 勢　通称，御牧原台地の 北面緩傾斜地

　　土 性　第 三紀洪積層，植壌上 ，pH 　4．2 （KCI ）

　　気象　年平均気温 11°C ，年降水量 960mm

　　　　　晩霜 5 月 9 日，初霜 10月 7 日

　1．発芽試験

　 a ）1973 年 に おけ る試験

　長 野 県北佐久 郡 北御牧村御牧原の 自生 地 か ら 1972年 11月 採種 し，播種時ま で 紙袋 に 入れ て 室内に 乾燥貯蔵 し た種

子を供試し た．

　1973年 3 月 31H ，Fig．ユ に 示 した構造の 床 に m2 当 り 1g の 種子 を播種 した．種 子 は播種前 48 時間水に浸漬 し

た もの を m2 当 り 21 の 水に 混合 し て ，ジ ヨ ロ で 床面 に 平均 に播種 した．播種後 は覆土 は 行わ ず，床面 に松葉を一重

並び に 覆 い ，さ らに Fig、1 に 示 し た よ うに害1］竹 ま た は グ ラ ス ポー
ル で トン ネ ル の 骨組を作 り，TABLE 　I に示 し た内

容の カ ン レ イ シ ャ お よ び ネ ッ トを トン ネ ル 被覆 した．

　 b ）1974年に お け る試験

　当 初，栃木県 の セ ン ブ リ採集業者か ら提供 うけ た種子 を用い て 5 月 1 日 に播種 した が，種子 が古い た め か そ の 発芽

をみ な か った の で ，再 度 ム ラ サ キ セ ン ブ リ の 播 種 を試 み た．

　 ム ラ サ キ セ ン ブ リの 種子 は 秋吉台産 の もの を当試験場 で 栽培 し て 1973年 11月 に 採種 し，播種時 ま で 紙袋 に 入 れ て

室内に 乾燥貯蔵 した．ユ974 年 6 月 130 ，前年度 と1司じ方法 で播種 し， TABLE 　II に 示 した条件内容 の トン ネル 被覆

を行 った．

QIe

　　　 Fig．1．　 The　Structure　of　Bed

TABLE 　L　Experiment 　Plots　 and 　Sorts　 of 　Nets　 for　Light−lnterception

Experiment　Plot Sort　 of 　Nets Rate　 of　Light＿interception

123

」丁
一
〇

6

Kurare　kanreisha　white 　　＃300

Kurare　kanreisha　Black　 ＃600

Daionet　　　　　 B〔ack 　　尊600
YM 　 net 　　　　 Black　 諄800

YM 　 net 　　　　 Black ＃1，300

Control

23．0％

50．050

．O− 55，0
55，085

．7
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TABLE 　II．　 Experiment　Plots　 and 　Sorts　 of 　Nets　for　Light−lnterception

Experiment　Plot Sort　 of 　 Nets Rate　 of 　Light−interception

7890123　

　

　

1111

Kurare　kanreisha　White 　 ＃300

Kurare　kanreisha　Black　　＃600

Daionet　　　　　　 Black　　＃600

Daionet　　　　　 Black　　＃810

Daionet　　　　　 Black ＃1，000

Daionet　　　　　 Black ＃／，200

Control

23．0％
50 ．050
．O−i55．0

60，0〜62．0
70．O〜75．0

80，0〜85．0

　 2．種子齢と そ の 発芽率

　長野県北佐久郡北御牧村御牧原 の 自生 地か ら 1972年 11月採種 し ， 乾燥貯蔵法 に よ っ て 越冬 させ た種子 を 1974 年 4

月 6 口に 播種 し た ．ま た 同 じ場所 で 1973年 11月採種 し て 同
一

条件 で 貯蔵 した種 子 を対照 区 に播種 した．

　1／2，000 の ワ グネル ポ ッ トに埴壌土 8，腐葉土 2 容 の 割合 に 混合 し た培土に 播種 し，播種後は 松葉を敷 きさらに遮

光率 55％ の ネ ッ トを被覆 し た．

　 2 ポ ッ トを供 試 し，1 ポ ッ ト当 り 100 粒 を 1974 年 4 月 6 日に播種 した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 試　験　結　果

　 L 発 芽試 験

　 a ）1973 年に お け る試験

　 1．発　　芽

　遮光率 50％ の ク ラ レ カ ン レ イ シ ャ の 黒 600 区が 発芽 が 良好 で ，次 い で 50 − 55％ の ダイ オ ネ ッ トの 黒 600 区 で あ

り， こ れ よ りも遮光率が高 くな るに つ れ発芽 は やや遅れ か つ 悪 くな る．無被覆区は全 く発芽 せ ず ， ク ラレ カ ン レ イ シ

ャ の 白 300 区 は やや不 良で あ っ た ．

　　 2．土 壌水分

　地表〜地表下 1cm に お け る土壌水分の 変化は，無被覆区 は 天候に よ り大 き く変化す る が遮光区は 水分 の 変化が小

さ く安定化 し，遮光率 の 高 い 区 ほ ど土壌水分 の 保 有 量 多 くま た安 定 で る あ．

　　 3．土 壌温度

　地表下 5cm に おけ る 土壌温 度 は ，ク ラ レ カ ン レ イ シ ャ の 白 300 区 は 無被覆区 よ りも高 か っ た が，遮光率 の 高い も

の ほ ど温度 は 低 くな る が 最高温度 と最低温 度 の 較差 は 少ない ．

　　 4．照　　度

　 トン ネル 内の 照度 は遮光率 の 程度 と 同
一

の 傾向 を示 し，遮光率 の 高 い もの ほ ど照度 は低 くな る．

TABLE 　III，　 Begining　Date　 and 　Number 　 of 　Germination

Experiment 　 Plot　　Begining　　 Date　　Number 　 of 　 Germination＊

1234

浩
尸
D

ρ
0

May

〃

〃

〃

〃

88900　

　

　

11

105．0276

，0214

．0153

．5118

．5

＊） Note ； per　 30 × 30 　cm ．

　 Average 　 Qf 　two 　areas 　 of 　experirnents ．
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TABLEIV,Changesof  SoilMoisture(Moisturecapaclty%)

Expegiment

 Ekpl'

I'lo't

"a'a-t'i
April
 11 12 13 14 15

May
 16 24

123456 565755505356.o.o.8,4.5,4465252475244.9.3.1,5,7.7c.r49535147524647699543474746503461932236444443472269745815293643428446424101327363567o,1o22

Weather *f.c f f
c.r

f f

Precipitation(mm) 1.8 24.1

*-) f=fair.c=cloudy.r=rainy

Note; soil  rnoisture  were  measured

     April 12, examination  were

     April 15, examination  were

      (measure time  a.  m9).

 between Soil Surface
begun after  rain.

held befere rain.

and  Icmbe]owsoilsurfaee.

TABLEV.  Changesof  SoilTemperatures  (SC)

Experiment

         1

         2

         3

         4

         5

         6

P'xp･ date April

Plot'"'.. 11 1213  14 15 16

79  9,5 7685

71  7,9  71  78

57  6.1 58  7O

58  5.5 6O7O

55  5.1 5763

69  8,3 66  76

1718192021

11.10.

 8,

 8,

 8,10.

2223242526

13.0 1511.7

 14

 9,7  1310

 3 13

 8.4 1211,8

 15

979717 99888953582287653746o48310976510842o1o1311999121883245o5oo510109999

Weather

2o23391110888107363o51211101010112776331311109912.o,8.o.6.7,716.14,13,12.11.15,

 c

 .

 r

393797

279.59.38,18.18.18.5

   f*-

   cc.rf

   c[.

   rcr.cc.fE

*)  f=lair, c==-cloudy,  r=rainy

Note; at  5cm  below soil  surface.

f.c

Measured at  a,m  9.

cr.ffcf c

TABLEVLChangesofMaximamTemperatures(at  5cmbelowsoilsurface.oC)

L'xxL..PHx..p･
 date April

Experiment  plo"X-.... 11
 

IZ
 

13
               -  t-t.-.

141516171819  2021222324252627

123456 24.021.719.117.014.223.616.15.14.14.13.16.91866

 16.34

 14.0O

 12,25

 9.04

 17,2

17.515.412.911

 510.017,1

877767.5 12,.8

 11..O

 10..O

 10..3

 9..6

 11,

8775o3141212111013o8o5881815101191627565720181513121974633818161412l217O 11,3

 14.0

 127113

 116

 11

o458o2171614131216,6.o.5.5.3.5221917151420o8532813]211111112O241422632024175O16772472321191716222352821818161312189245oo
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〜

　
Exp ・dat・ Ap ，il

Experlment 　plot　　　　11　　12　　13

TABLE 　VIL 　Changes 　of　Minimum 　Temperatures （at　5　cm 　below　soil 　 surface
°C）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14　　　15　　16　　17　　18　　　　　20

・1．6　5．34

．9　5．33
．83 ．84
．2　4．95

，0　4 ．83

，8　3．8

21　　22　　23　　　24

7 ．2 　6．4 　6，5

7．3 　9．1　6．7

5．8　5，5　5。5
6．2　6．0　6．0

6．8 　6．5　6．6

6，2　5，7　5．3

25　 26　 27

1234

一
b6

10．811

．28

．58

．57

．09
．6

12 ．3　 5．3

12 ．3　 5 ．8

11．0　 4，5

10．5　 5．0

9．6　 5．5

12，7　 4，7

4 ．4 　 6．工　4 ．7 　8．！

4 ．5　 6．2 　5．0　8．5

3 ユ 　 4．6　4．1　7．3

3 ，4 　4．8　4．7 　7．2

3，7 　5．3 　5．0 　6．9

2．8 　5，6　4．0　8．5

794086987668 10．7　7．9

10．78 ．39

．1　7．08

．3　7．68

．6　8．0

10．2　8 ．7

10．8　 8．7

10．9　 9．2

9．5　 8，7

9．3　 8．2

ユ0．0　10．0

10．7　 8．5

TABLE 　VIII，　 Daily　Changes　of 　Illumination（K 　Lux ）
’．・．．−　 Measure 　 time

E ・ p・・im ・ nt　PI。卜
丶

A ．m8
　　　 9　　　 工0

　 　 　 　 　 　 　 　P．m
11　　　 12　　　　1　　　　 2 3　　　　 4　　　　 5

123456 31．021

．014

．06

．02

．846

．0

43 ．036

．029
．011

．88

．768

．O

61．0　　　　68．0

51．0　　　61．0

42 ，0　　　　44．0

21．3　　　27．0

12．1　　　20．1

93．0　　　101．0

71，063

．050

．027

，026

．0108

．0

69 ．0　　　57，0

57，0　　　41．0

47，0　　　38．0
25 ．0　　　13．8

22．0　　　13．3

106．0　　　　93．O

38．0　　　27．0　　　10．8
34．0　　　ユ9．4　　　　6．5

23．0　　　15．5　　　5，3

11．5　　　5．5　　　2．3
9．2　　　4．1　　　1．3

64．0　　 46．0　　　16．2

Notel、Measure 　day； May 　25，
　 　 　 W アeather 　　　； Fair

　 b ）19，　74年 に お け る試験

　　 1．発　　芽

　前年 の 試験結果 と同様遮光率 50％ の ク ラ レ カ ン レ イ シ ャ の 黒 600 区 が もっと も良好 で ，次V’で 50〜55 ％ の ダイ

オ ネ 7 トの 黒 600 区 ， ク ラ レ カ ン レ イ シ ャ 白 300区 の 順 で あ っ た．

　遮光率 50〜55％ を境 とし て 遮光率が高い もの ほ ど発芽 は 悪 くな っ た，

　　 2．土壌水分

　遮光率 と土壌水 分 と の 関係は前年度の 結果 と全 く同 じ 傾向で あ っ た．

　　 3．土壌温 度

　遮光率 と土壌温 度 との 関係 は 前年度 の 結果 と ほ ぼ 同 じ傾向を示 し たが ，前年 は ク ラ レ カ ン レ イ シ ャ の 自 300 区が 無

被覆区 よ り高か っ た が ， 本年度は 9 時に おけ る土壌温度お よび最高温度は無被覆が高か 一
． た．

TABLE 　IX．

Experiment 　 PletBegining

　Date　and 　Number 　of　GerminatiQn

Begining　　　Date Number 　 of 　germinati。 n ＊）

78Q

σ

0

工

2
〔
」

　

　

　

1111

June
〃

〃

〃

〃

〃

July

8888893222222 93．0103

．0100

，587

．567

．067

．525

．0

り　 per，10 × 10cm ．

　　Average　 of　two 　 areas 　 Qf　 experirnents ．
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TABLE  X. Changes ef  Soil Moisture  (moisture capacity  9'o)
-
 
--..x.....t..x.

 p, date May
            

-..-.-.
Experiment plot"-.. 16 17 18 19 20 21 2223 24

    Aug.
25 20

7891011121357.6,r,s.659.758.659.963

 657.8

51,953.152.354.557.259.350.844.947.345

 550,453,955.637.0

41.642,442,O46.747,749,631.734.836.235.440.343.447.528.038.940.139.541,446.950,834.039,740.339.541.846,749.435.2

 c

  .
  r

66.561.960

 961.562

 168.965.4

56,254.955.354.157,862,351.2

  f

48 449

 O49

 449

 453

 O58.641

 2

15.416.722.235.840.943.4

 9,1

"rcather *c f f f
c.r

c

c.f

f

Precipitatien (mm) O.3 18,4

'F)
 f=fair c=eloudy  r=Tainy

Note; Soil molsture  were  rneasured  between soll  surface  and  1cm  below soil  surface.

     May  15, examination  were  began after  rain.

     May  20, 22 examination  were  heEd before rain,

      (measure time  a,m,9)

TABLE  XI. Changes of  Soil Temperatures  (OC)
-T-

 

=''--ttlxp.
 date M-aMyMT'"- 

'

Experirnent P161t""x... 14  15 16 17 18  19 20  21 22 23 24
 

25  26 27

16 7 17,

14 9 15.

14 5 15.

14 4 16.

13 3 14.

13 O 14.

17 7 18.

  28 29

1 16.8 19

8 14.5 17

3 14.3 ]6

1 14.3 16

3 13.0 15

3 12.5 14

4 17.6  20

   fi

30

'

7891011121314.3 14,5 18.1 15.0 18.3 18.7 17,O 17.4

13.4 13.7 17.0 14.2 16,O 16.2 15.8  16.7

12,7 13.1 16.1 13.5  15.7  16.0 15.6 16.0

12.1 14.3  16.3  12.4 14.0 14.4 16 3 17.1

11,9 12.3 l5.3 12.4 14,O 14.3 14,2 15.2

11.7 12,8 14.7  12,O  13.7 14.9 14,6 15.3

15.5 15.0 18,7 l6,8 19.3 19.7 17 5 17.9

Weather

")  

'i=fair
         ,

    (at 5 cm

*

c.r

18.17.16.17.16,15.18.

 c

 .

 r

O 17.5  18 9 16.3

6 17.6 16.8 13,9

8 16.7 16.4 13,7

8 17,8 16  6 13.2

1 16.0 15.2  12.2

8 15.7 15.0  11.7

7 18,9 19.3 16.7

fc.fcfff c

c=cLoudy,  r='rainy

below  soil  surface.  Measured  at A. m,  9)

c.ffff.rf

3 21,O3

 19.57

 18.87

 19.04

 17,69

 17.14

 22,3

   f
   .
   c

TABLE  XII. Changes  of  Maximam  Temperatures  (at 5cm  below seil  surface  
"C)

tt t-':,iJ.'JJ.IJ.-
 Exp･ date May

Experirr]ent ?Lo.tl.i:--. 
14

 
15

 
16

 
17
 

18
 

19
 

20
 

21
 

22
 

23   24 25

7 23.7 25,2

4 20.6 22.1

6 20.3 21.7

8 20.3 20.4

7 18.8 19.9
3 18.8 19.1

3 23.2 26.1

26 27 28 29 30

7891011121322,3 18.1 22.1 26.0 27.3 28,5  19.8 18.0 21.7 28.

19.3 17.0 20.0 2314 24,1 24,8 18.5 17.6 20.6 26.

18.7 16,1 19,O 22,5 23.8 25.0 18 2 16.8 19.8 25

17.4 16.3 18.1 20.8 21,6 22,3 18,4 17.8 20,O 23.

16 4 15.3 18.0 20.5 2I.1 21.6 16.6 16.1 18,5 23,

16.0 14.7 17.6 19,5 20.4 21.4 16.6 15,8 18.1 22.

22.7 18.7 21.6 26.5 28,7 30.9 20,6 18.7 22.3 29

26.7 26,7 27,5 29.6 26.0

23.6 24.1 24.2 26.7 24.1

23.1 23,3  23,7  26,O  23.4

20.4  21  6 21.8 24.2 22.1

20.9 21,3 21.6 23.7 21.5

19.3 20.0 20.3 22.5 21,O

29.0 27,5 27.5 30.7 24.7
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TABLE 　XIII．　 Changes　of 　Minimum 　Temperatures （a し 5cm 　below　soil 　surface 　
DC

）

。詳
a

聖 15161 ， 、8 、92 。 ，、 222 、 242526272 、 29 ，。

7890123　

　

　

1111

9，0　14 ，8　11．6　10．3　11．9　12．6　13．3　14．1　14．3　14，6　15．2　10．3　11．5　12．7　11．3　13．7　15．9

9．811 ．510 ．7　9，1　10．9　11．612 。2　13．413 ．714 ．212 ．5　9．210 ．511 ．7 ユ0．412 ，815 ．1

9．2　11．1　ユO．3　8 ．4　9 ．7　10．5　11．3　12．7　13．5　13．8　11，8　 8．9　9．9　10，8　 9．2　11．9　14．3

9．1　10．910 ．5　8、710 ．911 ．111 ．212 ．913 ．513 ．812 ．D　9．210 ．1　10．7 　9．5　11．814 ．3

9．5　11，2 　11．0　9．1　ユ／．3　11 ．4　11 ．5　13 ．1　13．6　ユ4．0　12 ．2　 9 ，5　10 ．3　11 ．0　10 ，0　12 ．1　14．4

9．7　11．3　11．0　 9，4　11．8　11，8　11，8　13．3　13．7　14．1　12．5　 9．0　10．1　11．2　10，3　12．3　ユ4 ．6

10 ．412 ．3 ユ0．5 　 9，010 ．71 ユ．712 ．7 工3．413 ．814 ．212 ．1　8．510 ．2　11．7　 9．7 ／2．615 ，1

2，種 子齢 と そ の 発芽勢

1973年産種子 の 発芽率 52％ に 対 し，ユ972 年 産 の 古 い 種 子 は全 く発 芽 を み な か っ た，

TABLE 　XIV ．　 Age 　of 　Seeds　of 　ScIlburi−Plan亡 and 　their　Germination

　　　　　　 Energy 　Rate　 of 　Germinatlon （％）

Exp．　 No　　 Storage　Period　　 Number 　 of　Germanated　　Rate　of 　Germination

12 2YearslYears 02　

5

02　

「
O

Note ； Average 　 of 　two 　 areas 　 of 　 experiments ．

考 察

　 1．発芽試験

　 セ ン ブ リ種 子 は微細な た め，播種後 は覆土 を行わ な い の で 種子 は 土壌表面 に あ り，ま た 発芽 に は 3 月
．
ド旬〜4 月上

旬 頃 播 種 す る と 1 力刀 位 を要 す るの で ，そ の 間種 子 は 露出状態 に あ る た め ，接地部 の 温 度や 土壌表面 の 土壌水 分 な ど

が発芽に お け る重 要 な要因に な る．

　鴛床部の 土壌水分の 保有量 を確保す る に は カ ン レ イ シ ャ お よ び ネ ッ トを用い て ト ン ネ ル 被覆 し，受光量 と風 を調節

す る こ とに よ っ て 土 壌 の 乾燥 を調節す る こ とが 出来 る．遮光率の 高 い もの ほ ど水分の 保有多 く安定化 す る が，発芽率

の 悪 くな る の は 光量が少な くな る た め と考 え られ ，従 っ て セ ン ブ リ種子 の 発芽 に は光条件 もか な り関与 し て い る もの

と推定 され る．

　 1973年に お け る試験 で は，無被覆区 は全 く発芽 が み られ ず，ま た ク ラ レ カ ン レ イ シ † の 臼 300 区 の 発芽が悪 か っ た

こ とは ，土壌水分 が不安定で 乾燥 が原因 で あ る もの と考え られ，遮光率の 高 い もの ほ ど発芽が遅れ た こ と は土壌温 度

が 低 い た め と考え られ る ．

　1974年に お け る試験で は播種時期が 6月 で あ り， 気温 が高 く播種 の 直後 に梅雨期を迎 え，ま た試験種子 の 品種 が ム

ラ サ キ セ ン ブ リ で あ っ た こ と も原因 し て 発芽 は 良好 で あ っ た．発芽始 は ダイ オ ネ ッ ト 1，200 区 が 他 の 試験区 よ り 1 日

遅 か っ た以外 は差が認 め られ な い ．播種後 15N で 発 芽始とな り，ま た無被覆区 に お い て もわ ず か な が ら発芽がみ ら

れた，

　遮光の 程度 と発芽数，土壌水分の 変化，土壌温 度 は 前年度 の 結果 とほ ぼ 同様 な傾向 を示 した．

　 セ ン ブ リ種子 の 発芽 は 中 山
3）に よれ ば，採種後袋に入 れ て発 芽期 ま で 室内に放置 した もの は全 く発芽 しな い ．ま た

見 か け 上 成熟 し た種 子 を と P播 き して も，置床種子 が 乾燥 に よ る刺激 を受 け る場合，発芽 し な い こ と を報告 して い

る．しか し，本試験 に用 V ・た種子 は ， 採種 し て か ら播種す る まで ，と くに 1974 年 に お V・て は 6 月 13 日ま で乾燥貯蔵

した もの で あ っ て も発芽をみ て い る か ら，セ ン ブ リ種子 の 発芽困難の 原因 は，種 子 自体の 乾燥 よ り も発芽床 の 土壌水

分，温 度，あ る レ
・
は光条件 に あ る もの と考え られ る．

　ま た，伊東 ・
下村 ・平山等に よ る4〜5）セ ン ブ リの 根に 共生す る とい わ れ る Mycorrhixal 　 fungus菌 に つ い て は，

本試験 で は 全 く考慮 し な い で 試験を行 っ た が ，発芽 お よ び 生育は良好で あ っ た．しか し こ れ らの 菌 を用 い な くて も，
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供試 し た土壌中に 存在 して い た か ど うか に つ い て は 明 らか で な い ．

　セ ン ブ リ の 自生地 の 環魔に つ い て は 中山
3）は，一

般 に 草丈 の 低い 地接植物と地表植物 と外 に 若干 の 地上植物を混生

して い る こ とを報告して い る．こ れ ら混生植物 に よ り土壌水分 と光が適度 に調節 されて い る もの と考 え られ る．本試

験で行 っ た床面 へ の 松葉に よ る被覆 お よ びネ ッ トの トン ネル 被覆 は ，自生地 に お け る 地接植物あ る い は地表植物 の 役

割 りを果 た して い る もの とい え よ う．

　2．種 子齢 とそ の 発芽

　採種後種子を紙袋に 入 れ て 室 内 の 戸棚に 放置 し て お け ば，2 年目に は発芽 しな い ．

　 1974年 に おけ る発芽試験 で 明 らか なように ， 前年 の 秋採種 した もの を紙袋 に 入れ 室内に 放置 した揚合，翌年 の 6 月

中旬 ま で 発芽力があ る こ とが確 か め られたが ， そ れ以降に お い て は い つ 頃か ら発芽力を失 うか に つ い て は 今後 の 研究

に ま ち た い ． し か し 供試 し た 種 子 が ム ラ サ キ セ ン ブ リで あ る の で ， セ ン ブ リ種子 が必 ず し も同 じ で あ る と は い え な

い ．

　ま た セ ン ブ リ種子 は乾燥状態で な く播種の 状態で 土 に接 し て い る と，2 年目に 発芽す る もの もあ る こ とが次の 調査

で 明 らか とな った．

　1942年度産種 子 の 乾燥貯蔵 に よ る 種子を 1943年 4 月 12 目直径 25　cm の 素焼鉢 に 200 粒播種 した が，発芽 は1943

年 に 12．7％，ユ944 年 に 10．3％ と 2 か 年 に わ た っ て 発芽 し た．播種当年 の 発 芽条件が 悪 け れ ば未 発 芽 の 種 子 は，土 壌

水分に よ り種子 の 乾燥が防止 され る た め，発芽力が失わ れ な い もの と考え られ る．

TABLE 　XV ．　 Natura！Seeding　 of　 Senburi−Plants　 and 　its　Germination

　　　　　　 Energy 　Rate　 of 　Germination （
°

／e ）

up 　to　spring 　ユ943 up 　to　spring 　1944 Total

12，7 10，3 23．0

Note； The 　 seeds 　 used 　in　experiments 　 were 　 harvcsted　ln　 autumn 　1942．

　　　 Seeds　were 　 sown 　in　April　12
，
1943．
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